
　　　　　

平
成
17
年
に
策
定
さ
れ
た
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
柱
は
６
つ
。

①
大
学
の
教
育
・
研
究
活
動
の

推
進
、②
両
附
属
高
校
の
教
育

の
見
直
し
、③
入
口
・
出
口
対

策
、
広
報
活
動
、④
キ
ャ
ン
パ

ス
整
備
、
⑤
人
員
計
画
と
適
切

な
人
事
の
推
進
、
組
織
の
効
率

化
、
⑥
財
務
改
革
、
そ
の
他
、

で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ン
の
始
動
か

ら
五
年
が
経
過
し
た
今
、
４
番

目
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
つ
い

て
は
平
成
21
年
に
九
段
キ
ャ
ン

パ
ス
３
号
館
が
完
成
し
、
１
号

館
に
つ
い
て
も
急
速
に
進
む
社

会
の
情
報
化
に
対
応
し
た
改
修

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

「
平
成
25
年
度
か
ら
、
す
べ
て

の
キ
ャ
ン
パ
ス
機
能
を
九
段
に

集
約
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
や
は
り
、
都
心
中

の
都
心
、
皇
居
や
靖
国
神
社
な

ど
水
と
緑
の
環
境
に
囲
ま
れ
、

官
庁
や
企
業
、
市
民
な
ど
と
交

流
が
し
や
す
く
、
ア
ク
セ
ス
が

良
い
立
地
は
大
学
に
と
っ
て
極

め
て
魅
力
的
で
す
」
と
水
戸
理

事
長
。

　

１
番
目
の
大
学
の
教
育
・
研

究
活
動
の
推
進
、
２
番
目
の
両

附
属
高
校
の
教
育
の
見
直
し
、

３
番
目
の
入
口
・
出
口
対
策
に

つ
い
て
も
、
毎
月
、
法
人
・
教

学
の
合
同
会
議
を
開
き
、
進
捗

状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
き
た
。

「
各
課
題
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
の
は
わ
か
る
の
で
す
が
、

も
と
も
と
の
目
的
で
あ
っ
た

『
21
世
紀
の
二
松
學
舍
像
』
と

い
う
も
の
が
、
ど
う
も
明
確
に

浮
か
ん
で
来
な
い
感
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
い
っ
た
い
本

学
は
ど
う
い
う
大
学
に
な
っ
て

い
っ
た
ら
い
い
の
か
、
学
生
か

ら
保
護
者
、
教
職
員
、
卒
業
生
、

取
引
先
に
至
る
ま
で
、
本
学
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

な
る
人
々
全
員
か
ら
、

10
年
後
の
二
松
學
舍
大

学
の
姿
に
つ
い
て
意

見
・
提
言
を
募
る
こ
と

に
し
た
の
で
す
。
ま
た

こ
の
計
画
に
は
数
値
目

標
を
設
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
例
え
ば
、
本
学
は
伝

統
的
に
国
語
の
教
員
を
数
多
く

輩
出
し
て
来
ま
し
た
が
、
今
後

は
、
毎
年
、
何
人
く
ら
い
教
員

試
験
に
合
格
す
る
よ
う
な
大
学

に
す
る
の
か
、
10
年
後
に
は
ど

の
く
ら
い
合
格
者
を
出
せ
る
の

か
、
な
ど
目
標
が
は
っ
き
り
す

れ
ば
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
も

立
て
や
す
く
な
り
ま
す
」（
水

戸
理
事
長
）

　

意
見
は
項
目
ご
と
に
ま
と
め
、

来
年
の
１
３
５
周
年
記
念
式
典

で
発
表
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

　　　　　

水
戸
理
事
長
は
、
略
歴
に
も

記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
長

年
、
金
融
界
を
歩
ん
で
き
た
人

だ
け
に
、
大
学
改
革
の
遂
行
策

も
企
業
が
経
営
計
画
策
定
の
際

に
一
般
的
に
行
う
目
標
設
定
と

そ
の
進
捗
管
理
・Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
方

式
を
取
り
入
れ

る
な
ど
ユ
ニ
ー

ク
だ
。
し
か
も
、

二
松
學
舍
を
愛

す
る
心
に
つ
い

て
も
人
後
に
落

ち
な
い
。
改
革

が
急
務
な
の
は
、

出
口
対
策
ば
か
り
で
な
く
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
に
対
応

し
た
教
育
課
程
に
つ
い
て
も
同

様
で
あ
る
。

「
本
学
の
創
立
者
三
島
中
洲
は
、

当
時
の
西
洋
偏
重
主
義
に
抗
し
、

東
洋
の
精
神
文
化
を
学
び
、
日

本
人
の
本
来
の
姿
、
道
徳
を
知

る
こ
と
が
大
切
だ
と
、
漢
学

塾
・
二
松
學
舍
を
起
こ
し
ま
し

た
。
今
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
言

え
ば
、
ま
ず
、
人
が
思
い
浮
か

べ
る
の
は
欧
米
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
し
か
し
、
私
は
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
経
済
、
そ
し

て
文
化
の
覇
権
を
握
る
の
は
、

中
国
や
韓
国
、
イ
ン
ド
と
い
っ

た
ア
ジ
ア
の
国
々
だ
と
思
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
今
こ
そ
、
建
学

の
精
神
に
立
ち
返
り
、
東
洋
に

学
ぶ
べ
き
だ
と
言
い
た
い
の
で

す
」（
水
戸
理
事
長
）

　

二
松
學
舍
大
学
に
は
、
文
学

部
と
国
際
政
治
経
済
学
部
の
二

学
部
が
あ
る
。
文
学
部
に
は
、

国
文
学
科
と
中
国
文
学
科
が
あ

り
、
中
国
文
学
科
は
中
国
に
関

し
て
の
思
想
、
歴
史
、
文
学
、

語
学
の
専
門
家
を
、
ま
た
、
国

際
政
治
経
済
学
部
に
は
、
経

済
・
政
治
・
法
律
・
語
学
の
専

門
家
を
多
数
擁
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
相
互
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
ア
ジ
ア
を
視
野
に
入
れ
た

学
問
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
で
き

な
い
か
と
い
う
の
だ
。「
こ
れ

こ
そ
、
本
学
の
独
自
性
を
発
揮

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
国
文
学
科

に
つ
い
て
も
、
古
典
は
勿
論
重

要
で
す
が
、
情
報
化
社
会
に
対

応
し
た
『
知
』
の
組
み
換
え
が

で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

気
合
を
そ
ろ
え
て
諸
課
題
に
対

し
逃
げ
ず
に
こ
れ
を
克
服
す
る

こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
」（
水
戸
理
事
長
）

　

今
後
、
二
松
學
舍
大
学
が
ど

う
変
わ
っ
て
い
く
か
が
楽
し
み

だ
。

http://www.nishogakusha-u.ac.jp/二松學舍大学
シ
リ
ー
ズ

二
松
學
舍
大
学
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ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

意
見
を
取
り
入
れ
、

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
へ

建
学
の
精
神
に
立
ち
返
り

東
ア
ジ
ア
を
視
野
に

入
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

［N 2020 PLAN］
10年後の大学の姿を描くことから

大
学
教
育
は
、
今
、
少
子
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
そ
し
て
情
報
化
と
い
う
社
会
の
大
き
な
流
れ
を
受
け
、

抜
本
的
な
改
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
来
年
、
創
立
1
3
5
周
年
を
迎
え
る
二
松
學
舍
大
学
で
は
、

平
成
17
年
、「
21
世
紀
の
二
松
學
舍
像
を
策
定
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
制
定
、
改
革
に
努
め
て
き
た
。

本
年
9
月
、
理
事
長
に
就
任
し
た
水
戸
英
則
氏
に
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
聞
く
。

みと・ひでのり／昭和44年
九大経済学部卒業。同年4
月日本銀行入行。同行青森
支店長、考査局参事考査役
などを歴任。その後肥後銀行
常務取締役に転じ、熊本学園
大学非常勤講師兼務などを経
て、平成16年学校法人二松
學舍に事務局次長として迎え
られ、平成17年学校法人二
松學舍常任理事、平成23年
9月同理事長に就任。日本私
立大学協会評議員。

学校法人 二松學舍
理事長

水戸 英則


